
ハガキまたはEメールにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご要望を全てご記入の上、ご応募ください。 

令和６年11月15日（金） 

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 「はあとふる・ふくしまパズル係」

応募方法

締　　切

宛　　先

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に
使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部
は、「読者のおたより」に掲載させていただく
場合もございます。

多数のご応募ありがとう
ございました

「マナビアウバ」
（学び合う場）

 9月号の
正解

今月のプレゼント
あとりえ北山
（いわき市）

当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます。

豆乳入り焼きどーなつと
焼菓子のセット

全部できたら二重ワクの文字をABC順に読んでいくと、それが答えです。

AA BB CC DD EE FF GGAA BB CC DD EE FF GG

クロスワード にチャレンジ！

メールでのご応募はこちら！

正解者の中から
抽選で3名に
プレゼントが当たる!
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EEDD
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33

88

44

編 集 後 記

週休3日制の記事を読み、これからは
柔軟で多様な働き方が大事だと感じま
した。元教師ですが毎日10時間以上
勤務は当たり前でした。これで週3日
休めたらよかったのに…。
（71才 主任児童委員）

自分もシフト制の職場で勤務しており、週
休３日制の記事に興味を持ちました。勤務
時間が１週間あたり１回分減ることもメ
リットかと思います。社会福祉大会にも興
味を持ちました。記念講演を聞いてみたい
と思いました。(57才 サービス業)

 8月号に寄せられた 読者のおたよりから
　今月号の特集で取り上げたとおり10月は「里親月間」です。

福祉関係でも様々な○○月間、○○の日があり、例えば11月

は児童虐待防止推進月間、11月11日は介護の日で、それに

合わせて各地でイベント等が開催されます。皆さんのお近くで

も興味のある福祉関係のイベント等がありましたら、ぜひご参

加ください。 福祉研修課　佐藤美奈子
さ とう  み　な　こ

県社協からのお知らせ県社協からのお知らせ 「介護助手」募集のご案内
　高齢者施設で清掃や配膳・下膳など介護の周辺業務を行う「介護助手」を募集しています。子育て中の方、
第一線を退いたけれどまだまだ元気に働ける方、まずは介護助手から始めてみたい方など、ライフスタイルや
体力に合わせて働いてみませんか？ 資格や経験は不要です。ぜひお気軽にお問い合わせください。

　介護助手は介護保険法に基づく施設・
事業所において介護職員をサポートする
職種を指し、身体介護などの専門的な業
務以外の、掃除や洗濯、配膳、送迎など
の補助的な業務を行います。

　本会では介護業務の機能分化を図り、
介護人材の確保・定着とサービスの質の
向上、地域住民の社会参加等を目指す
「介護助手等普及推進事業」を実施し、
施設・事業所における介護助手の導入や
採用活動をサポートしています。　

介護助手とは？

介護助手導入施設の募集について

10月下旬発行の新聞折込広告に、最新の介護助手求人を掲載します！

発
行
日
／
令
和
６
年
10
月
15
日
　
　
　
制
作・印
刷
／（
株
）日
進
堂
印
刷
所

※
本
誌
に
掲
載
の
記
事・写
真・イ
ラ
ス
ト
の
無
断
転
載・複
製
を
禁
じ
ま
す
。

https://www.fukushim
akenshakyo.or.jp

heartful@
fukushim

akenshakyo.or.jp
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お問い合わせ先
福島県社会福祉協議会　福祉人材課　福祉人材センター
電話  024-521-5662　URL https://f-fjc.com 
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○を並べる、○を落とす、○の荷が下りる
夜に口笛を吹くと蛇が来る、北枕で寝るな…
⇔地
トカゲの一種。漢字で書くと『家守』
○は藍より出でて藍より○し、隣の芝生は○い
声に出さずに読むこと
これに火を点けてお灸を据える
1000㎏
⇔昔
スポーツの秋に しっかりかきましょう

❶
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❼
❽
❾
10
11
13
14

▼ タテのカギ

▶ ヨコのカギ

鶴よりも10倍長生き(?)
夜通し寝ずに頑張る
結婚式を挙げる人が多い吉日
お相撲さんが土俵にまきます
パリは花の都、では仙台は何の都？
昔の通貨単位。一○無し、二束三○
⇔損
この派は室内で過ごすのが好き
秋の味覚の代表魚。漢字で書くと『秋刀魚』
無くて７、有って48

社会福祉法人 福島県社会福祉協議会

ホットな

福祉情報誌 あと る
くしま

は

目の不自由な方のために「はあとふるふくしま」は音訳版および点訳版を作成しています。

「はあとふるふくしま」は作成経費の
一部に、共同募金配分金及び特別賛
助会員の寄付金を使用しています。

今日はカラオケ

これが十八番！

楽しい時間に

笑顔がいっぱい
（南東北さくら館・郡山市）

里親制度を知っていますか？
～子どもの未来を支える愛のかたち～
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Z O O M  U P

里親制度を知っていますか？
～子どもの未来を支える愛のかたち～

　
近
年
、児
童
虐
待
の
相
談
件
数
は
全
国

的
に
増
加
傾
向
で
、福
島
県
の
令
和
4
年

度
の
虐
待
相
談
は
過
去
最
大
の
2
，2
5
6

件
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
養
育
に
関
す

る
相
談
に
つ
い
て
も
急
激
に
件
数
が
増
加

し
、相
談
件
数
全
体
で
見
る
と
、平
成
29
年

度
か
ら
令
和
4
年
度
の
５
年
間
で
約
2
倍

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、平
成
28
年
の
児
童
福

祉
法
改
正
で
は
、そ
れ
ま
で
の
施
設
養
育

を
中
心
と
す
る
考
え
方
か
ら
、里
親
な
ど

家
庭
的
な
環
境
で
の
子
ど
も
た
ち
の
ケ
ア

を
優
先
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
平
成
29
年
度
に
ま
と
め
ら
れ
た

「
新
し
い
社
会
的
養
育
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
、

里
親
の
登
録
数
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
、

フ
ォ
ス
タ
リ
ン
グ
業
務
※
を
行
い
、里
親
の

質
の
高
い
養
育
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
里
親
に
よ
る
養
育
で
は
、い
つ
で
も
同

じ
大
人
が
子
ど
も
と
共
に
生
活
す
る
こ
と

で
、よ
り
信
頼
関
係
や
絆
が
深
ま
り
や
す

く
な
り
ま
す
。　
ま
た
、幼
く
し
て
家
族
と

離
れ
た
子
ど
も
は
「
一
般
的
な
家
庭
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
た
め
、養
育
家
庭
を

通
し
て
様
々
な
生
活
体
験
や
安
心
し
て
甘

え
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

※
フ
ォ
ス
タ
リ
ン
グ
業
務
：
里
親
候
補
者
を
見
つ
け
、

適
性
の
確
認
や
里
親
へ
の
研
修
を
実
施
し
、
子
ど

も
と
里
親
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
包
括
的
な
支

援
を
行
う
こ
と
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
保
護
者
か
ら
離
れ

て
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
が
、日
本
に
は
約

4
2
，0
0
0
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
福
島
県
に
は
、同
様
に
保
護
者
と
暮
ら

せ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
約
４
０
０
人
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
、自
ら
の

家
庭
に
迎
え
入
れ
、愛
情
を
も
っ
て
健
や
か

に
育
て
て
く
れ
る
方
を〝
里
親
〞と
い
い
ま

す
。
県
内
で
は
、　
　  

の
と
お
り
里
親
の

家
庭
で
暮
ら
し
て
い
る
子
ど
も
が
１
２
４

人
い
ま
す
。
里
親
に
は
、　
　   

の
と
お
り

４
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、里
親

と
元
施
設
職
員
な
ど
の
養
育
者
が
、家
庭

的
な
環
境
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
生
活

す
る「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
」も
家
庭
養
護

の
ひ
と
つ
で
す
。
里
親
は
一
定
期
間
、子
ど

も
を
預
か
っ
て
養
育
し
ま
す
が
、そ
の
期
間

も
数
日
か
ら
十
数
年
ま
で
様
々
で
す
。
養

育
中
は
、子
育
て
に
関
す
る
相
談
支
援
や

子
ど
も
の
生
活
費
等
の
支
給
な
ど
、様
々
な

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図
１

表
１

社
会
で
子
ど
も
を
支
え
る

養
育
制
度

　　
様
々
な
理
由
で
一
時
保
護
さ
れ
た
子
ど

も
た
ち
に
対
し
て
、児
童
相
談
所
は
そ
の

子
の
個
性
や
生
活
し
て
き
た
環
境
な
ど
を

考
慮
し
な
が
ら
、里
親
家
庭
で
生
活
す
る

か
施
設
で
生
活
す
る
か
な
ど
の
方
針
を
決

め
て
い
き
ま
す
。
里
親
家
庭
で
養
育
す
る

場
合
は
、一
人
一
人
の
子
ど
も
に
合
っ
た

里
親
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、委
託
さ
れ
る
子
ど
も
の

数
よ
り
も
多
く
の
里
親
が
登
録
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
福
島
県
で
は
、里
親
へ
の
委
託
率
に
つ
い

て
就
学
前
は
75
％
、学
童
期
以
降
は
30
％

と
い
う
数
値
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
委

託
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
状
況
は
日
々
変

わ
る
た
め
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、目

標
に
近
い
委
託
率
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

（
　
　   

）。
し
か
し
、委
託
さ
れ
る
子
ど
も

の
数
に
対
す
る
登
録
者
数
は
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
里
親
は
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る

応
援
団
の
一
員
で
す
。
子
ど
も
の
養
育
に

あ
た
っ
て
は
、必
要
に
応
じ
て
児
童
相
談

所
の
フ
ォ
ロ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、県

内
の
児
童
養
護
施
設
に
配
置
さ
れ
た
里
親

支
援
専
門
相
談
員
と
の
関
わ
り
や
里
親
同

士
の
交
流
を
通
し
て
、相
談
し
た
り
悩
み

を
話
し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、一
緒
に
子

ど
も
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　
里
親
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
方
に

は
、ぜ
ひ
登
録
を
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
ま
た
、県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、子
育

て
を
応
援
す
る
一
人
と
し
て〝
里
親
〞さ
ん

が
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　
里
親
に
な
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ（　
　
　
）

や
里
親
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て

は
Ｐ
5
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　〝
保
護
者
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
〞の
現
状
と
そ
の
課
題
、
里
親
へ
の
委
託
の

推
進
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
、福
島
県
保
健
福
祉
部
こ
ど
も
未
来
局 

児
童
家
庭
課

児
童
養
護
担
当
主
任
主
査
の
筒
井
あ
か
ね
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

■
里
親
の
登
録
数
を
増
や
し

　家
庭
的
な
環
境
で
の
養
育
を

　進
め
る

里
親
は
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
応
援
団
の
一
員
で
す

取
材
協
力
•
福
島
県
児
童
家
庭
課

福島県

つ
つ
　い

図
２

図
４

■
里
親
へ
の
委
託
推
進
に

　取
り
組
ん
で
い
ま
す

0
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図1 県内の里親数と施設などで
生活する子どもの数

表1 里親の種類図2 福島県の里親等委託率の状況

登録里親数 保護者と
暮らせない
子どもの数

269
世帯 里親の家庭で

生活している子ども
124名

乳児院や
児童養護施設で
生活している
子ども
261名

385
名

養育里親 専門里親 養子縁組里親 親族里親

3歳未満　　3歳～就学前　　学童期以降

20

0

40

60

80

100
（％）

平成29年度末 令和4年度末

53.853.8

30.330.3
17.817.8

73.973.9 69.469.4

24.124.1

（令和6年3月31日現在）
※速報値

家族と暮らせない子どもを一定
期間自分の家庭に迎え入れる。
※養育里親には短期の里親制度
もあります。

【週末里親】　
週末や夏休みなどの一定期間
子どもを預かる。　

養育里親のうち、虐待や
障がいなどの理由によ
り、専門的な援助を必要
とする子どもを養育す
る。（一定の研修を受け
て里親に専念できる方）

特別養子縁組（法的親
子関係の成立）を前提
に、養子縁組が成立す
るまでの間、子どもを養
育する。

実親が死亡や行方不明
などにより子どもを養育
できない場合に、祖父母
など3親等以内の親族
が子どもを養育する。

里親とは保護者の病気や離婚、虐待、
その他いろいろな事情により
家庭で暮らせない子どもたちを、

自分の家庭に迎え入れ養育する人のことをいいます。
「里親制度」は、児童福祉法に基づき、
里親に子どもの養育をお願いする制度です。
里親とのあたたかな家庭生活を通して

信頼や愛着を育んでいくことで子どもたちが
心身ともに健やかに成長していけるだけでなく、

やがて大人になった時に自分が
築いていく家庭のイメージを
もてるようになります。

2はあとふる・ふくしま  2024. 103 はあとふる・ふくしま  2024. 10
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里親制度を知っていますか？
～子どもの未来を支える愛のかたち～

　
近
年
、児
童
虐
待
の
相
談
件
数
は
全
国

的
に
増
加
傾
向
で
、福
島
県
の
令
和
4
年

度
の
虐
待
相
談
は
過
去
最
大
の
2
，2
5
6

件
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
養
育
に
関
す

る
相
談
に
つ
い
て
も
急
激
に
件
数
が
増
加

し
、相
談
件
数
全
体
で
見
る
と
、平
成
29
年

度
か
ら
令
和
4
年
度
の
５
年
間
で
約
2
倍

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、平
成
28
年
の
児
童
福

祉
法
改
正
で
は
、そ
れ
ま
で
の
施
設
養
育

を
中
心
と
す
る
考
え
方
か
ら
、里
親
な
ど

家
庭
的
な
環
境
で
の
子
ど
も
た
ち
の
ケ
ア

を
優
先
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
平
成
29
年
度
に
ま
と
め
ら
れ
た

「
新
し
い
社
会
的
養
育
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
、

里
親
の
登
録
数
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
、

フ
ォ
ス
タ
リ
ン
グ
業
務
※
を
行
い
、里
親
の

質
の
高
い
養
育
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
里
親
に
よ
る
養
育
で
は
、い
つ
で
も
同

じ
大
人
が
子
ど
も
と
共
に
生
活
す
る
こ
と

で
、よ
り
信
頼
関
係
や
絆
が
深
ま
り
や
す

く
な
り
ま
す
。　
ま
た
、幼
く
し
て
家
族
と

離
れ
た
子
ど
も
は
「
一
般
的
な
家
庭
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
た
め
、養
育
家
庭
を

通
し
て
様
々
な
生
活
体
験
や
安
心
し
て
甘

え
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

※
フ
ォ
ス
タ
リ
ン
グ
業
務
：
里
親
候
補
者
を
見
つ
け
、

適
性
の
確
認
や
里
親
へ
の
研
修
を
実
施
し
、
子
ど

も
と
里
親
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
包
括
的
な
支

援
を
行
う
こ
と
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
保
護
者
か
ら
離
れ

て
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
が
、日
本
に
は
約

4
2
，0
0
0
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
福
島
県
に
は
、同
様
に
保
護
者
と
暮
ら

せ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
約
４
０
０
人
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
、自
ら
の

家
庭
に
迎
え
入
れ
、愛
情
を
も
っ
て
健
や
か

に
育
て
て
く
れ
る
方
を〝
里
親
〞と
い
い
ま

す
。
県
内
で
は
、　
　  

の
と
お
り
里
親
の

家
庭
で
暮
ら
し
て
い
る
子
ど
も
が
１
２
４

人
い
ま
す
。
里
親
に
は
、　
　   

の
と
お
り

４
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、里
親

と
元
施
設
職
員
な
ど
の
養
育
者
が
、家
庭

的
な
環
境
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
生
活

す
る「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
」も
家
庭
養
護

の
ひ
と
つ
で
す
。
里
親
は
一
定
期
間
、子
ど

も
を
預
か
っ
て
養
育
し
ま
す
が
、そ
の
期
間

も
数
日
か
ら
十
数
年
ま
で
様
々
で
す
。
養

育
中
は
、子
育
て
に
関
す
る
相
談
支
援
や

子
ど
も
の
生
活
費
等
の
支
給
な
ど
、様
々
な

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図
１

表
１

社
会
で
子
ど
も
を
支
え
る

養
育
制
度

　　
様
々
な
理
由
で
一
時
保
護
さ
れ
た
子
ど

も
た
ち
に
対
し
て
、児
童
相
談
所
は
そ
の

子
の
個
性
や
生
活
し
て
き
た
環
境
な
ど
を

考
慮
し
な
が
ら
、里
親
家
庭
で
生
活
す
る

か
施
設
で
生
活
す
る
か
な
ど
の
方
針
を
決

め
て
い
き
ま
す
。
里
親
家
庭
で
養
育
す
る

場
合
は
、一
人
一
人
の
子
ど
も
に
合
っ
た

里
親
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、委
託
さ
れ
る
子
ど
も
の

数
よ
り
も
多
く
の
里
親
が
登
録
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
福
島
県
で
は
、里
親
へ
の
委
託
率
に
つ
い

て
就
学
前
は
75
％
、学
童
期
以
降
は
30
％

と
い
う
数
値
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
委

託
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
状
況
は
日
々
変

わ
る
た
め
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、目

標
に
近
い
委
託
率
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

（
　
　   
）。
し
か
し
、委
託
さ
れ
る
子
ど
も

の
数
に
対
す
る
登
録
者
数
は
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
里
親
は
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る

応
援
団
の
一
員
で
す
。
子
ど
も
の
養
育
に

あ
た
っ
て
は
、必
要
に
応
じ
て
児
童
相
談

所
の
フ
ォ
ロ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、県

内
の
児
童
養
護
施
設
に
配
置
さ
れ
た
里
親

支
援
専
門
相
談
員
と
の
関
わ
り
や
里
親
同

士
の
交
流
を
通
し
て
、相
談
し
た
り
悩
み

を
話
し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、一
緒
に
子

ど
も
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　
里
親
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
方
に

は
、ぜ
ひ
登
録
を
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
ま
た
、県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、子
育

て
を
応
援
す
る
一
人
と
し
て〝
里
親
〞さ
ん

が
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　
里
親
に
な
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ（　
　
　
）

や
里
親
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て

は
Ｐ
5
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　〝
保
護
者
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
〞の
現
状
と
そ
の
課
題
、
里
親
へ
の
委
託
の

推
進
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
、福
島
県
保
健
福
祉
部
こ
ど
も
未
来
局 

児
童
家
庭
課

児
童
養
護
担
当
主
任
主
査
の
筒
井
あ
か
ね
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

■
里
親
の
登
録
数
を
増
や
し

　家
庭
的
な
環
境
で
の
養
育
を

　進
め
る

里
親
は
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
応
援
団
の
一
員
で
す

取
材
協
力
•
福
島
県
児
童
家
庭
課

福島県

つ
つ
　い

図
２

図
４

■
里
親
へ
の
委
託
推
進
に

　取
り
組
ん
で
い
ま
す

0

（名）
400

300

200

100

図1 県内の里親数と施設などで
生活する子どもの数

表1 里親の種類図2 福島県の里親等委託率の状況

登録里親数 保護者と
暮らせない
子どもの数

269
世帯 里親の家庭で

生活している子ども
124名

乳児院や
児童養護施設で
生活している
子ども
261名

385
名

養育里親 専門里親 養子縁組里親 親族里親

3歳未満　　3歳～就学前　　学童期以降

20

0

40

60

80

100
（％）

平成29年度末 令和4年度末

53.853.8

30.330.3
17.817.8

73.973.9 69.469.4

24.124.1

（令和6年3月31日現在）
※速報値

家族と暮らせない子どもを一定
期間自分の家庭に迎え入れる。
※養育里親には短期の里親制度
もあります。

【週末里親】　
週末や夏休みなどの一定期間
子どもを預かる。　

養育里親のうち、虐待や
障がいなどの理由によ
り、専門的な援助を必要
とする子どもを養育す
る。（一定の研修を受け
て里親に専念できる方）

特別養子縁組（法的親
子関係の成立）を前提
に、養子縁組が成立す
るまでの間、子どもを養
育する。

実親が死亡や行方不明
などにより子どもを養育
できない場合に、祖父母
など3親等以内の親族
が子どもを養育する。

里親とは保護者の病気や離婚、虐待、
その他いろいろな事情により
家庭で暮らせない子どもたちを、

自分の家庭に迎え入れ養育する人のことをいいます。
「里親制度」は、児童福祉法に基づき、
里親に子どもの養育をお願いする制度です。
里親とのあたたかな家庭生活を通して

信頼や愛着を育んでいくことで子どもたちが
心身ともに健やかに成長していけるだけでなく、

やがて大人になった時に自分が
築いていく家庭のイメージを
もてるようになります。
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ま
た
、里
親
支
援
専
門
相
談
員
と
し
て
、

　
　   

の
よ
う
に
、児
童
相
談
所
の
職
員

の
方
を
は
じ
め
地
域
の
里
親
会
な
ど
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
里
親
の
新
規
開
拓
や

里
親
に
対
す
る
研
修
、
里
親
家
庭
訪
問
を

行
い
、
把
握
し
た
ニ
ー
ズ
を
業
務
に
反
映

さ
せ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、里
親
に
興

味
が
あ
る
方
を
対

象
と
し
た
里
親
ミ

図
3

■
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

　子
ど
も
た
ち
を
養
育

■
里
親
支
援
専
門
相
談
員
と
し
て

　里
親
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い

In
terviewIn
terview

　児
童
養
護
施
設
白
河
学
園
は
、様
々
な

事
情
に
よ
り
家
庭
で
の
子
育
て
が
で
き
な

く
な
っ
た
と
き
に
、保
護
者
に
代
わ
っ
て

子
ど
も
た
ち
を
養
育
す
る
施
設
で
す
。
定

員
は
40
名
で
、家
庭
に
近
い
環
境
で
支
援

を
行
う
方
針
で
、職
員
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
大
切
に
小
規
模
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
子
ど
も

た
ち
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。
施
設
で

は
で
き
な
い
、よ
り
家
庭
的
な
経
験
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
は
、里
親
の
皆
さ
ん

の
力
を
お
借
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
週
末
里
親
」
は
、
家
族
と
の

交
流
が
も
て
な
い
子
ど
も
や
家
庭
復
帰
が

難
し
い
子
ど
も
が
、週
末
だ
け
里
親
さ
ん

の
家
庭
で
過
ご
す
と
い
う
も
の
で
す
。
家

庭
で
生
活
す
る
体
験
が
、将
来
の
家
庭
の

モ
デ
ル
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ

が
可
能
な
里
親
さ
ん
を
、児
童
相
談
所
に

調
整
い
た
だ
き
、子
ど
も
の
状
況
に
合
わ

せ
て
受
け
入
れ
の
ペ
ー
ス
な
ど
を
相
談
し

て
進
め
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
里
親
さ
ん
と
は
、日
頃
か
ら
子
ど
も

の
様
子
な
ど
を
共
有
し
、お
互
い
い
つ
で

も
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。

里親支援専門相談員 

関根 さゆりさん

里親支援専門相談員 

関根 さゆりさん
せき  ねせき  ね

ニ
説
明
会
や
里
親
同
士
が
交
流
す
る
サ
ロ

ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
県
南
地

域
の
里
親
を
対
象
と
し
た
サ
ロ
ン
を
開
催

予
定
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
養
育
す
る
上
で
の
悩
み

は
、里
親
支
援
専
門
相
談
員
も
里
親
の
皆

さ
ん
と
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
里
親
研
修
等
の
場
で
経
験
を
共
有

し
、
と
も
に
子
ど
も
の
成
長
を
喜
び
、
悩

み
考
え
ら
れ
る
身
近
な
存
在
で
あ
り
た
い

で
す
。

サロンで里親としての心構えを
学ぶ参加者の皆さん

地
域
の
里
親
委
託
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

取
材
協
力
•
児
童
養
護
施
設 

白
河
学
園
（
白
河
市
）

■
ご
縁
の
あ
っ
た
お
子
さ
ん
に

　私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を

In
terviewIn
terview

　以
前
か
ら
里
親
に
は
興
味
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、周
り
に
は
里
親
に
な
っ
て
い
る

方
は
い
な
く
て
、登
録
に
は
踏
み
出
せ
な

い
で
い
ま
し
た
。
登
録
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
3
年
ほ
ど
前
、N
P
O
の
方

と
知
り
合
い
に
な
り
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ

な
か
っ
た
高
校
生
の
お
子
さ
ん
の
支
援
を

手
伝
っ
た
時
の
こ
と
。
そ
の
子
は
、家
を

出
て
一
人
暮
ら
し
を
始
め
ま
し
た
が
、家

庭
か
ら
の
支
援
は
一
切
な
く
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
な
が
ら
定
時
制
の
高
校
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
子
が
日
々
ひ
た
向
き
に
頑

張
り
、
晴
れ
て
大
学
に
合
格
し
、
私
た
ち

に
感
謝
し
て
巣
立
っ
て
い
く
姿
を
見
て
、

同
じ
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
私
た

ち
夫
婦
に
で
き
る
こ
と
を
と
い
う
気
持
ち

で
養
育
里
親
に
申
し
込
み
ま
し
た
。

　
里
親
と
な
っ
て
最
初
に
お
子
さ
ん
を
受

け
入
れ
た
の
は
、講
習
を
受
け
て
間
も
な

い
こ
ろ
で
、一
時
保
護
と
な
っ
た
生
後
2

か
月
半
の
男
の
子
を
２
か
月
半
お
預
か
り

し
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、受
け
入
れ
た
の

は
幼
い
お
子
さ
ん
が
多
く
、こ
れ
ま
で
2

か
月
半
か
ら
3
歳
く
ら
い
ま
で
の
お
子
さ

ん
計
７
人
を
、長
い
子
で
３
か
月
半
ほ
ど

お
預
か
り
し
ま
し
た
。
わ
が
家
に
来
た
時

は
ま
だ
歩
け
な
か
っ
た
子
が
、自
宅
へ
戻

る
頃
に
は
小
走
り
ま
で
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
な
ど
、お
子
さ
ん
の
成
長
に
立

ち
会
え
る
の
が
、里
親
と
し
て
の
や
り
が

い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
知
り
合
い
の
方
が
使
わ
な
く

な
っ
た
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
持
っ
て
き
て
く
れ

た
り
、自
分
の
娘
が
今
の
時
代
の
子
育
て

に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
た
り
と
、周
囲
も

自
然
と
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
児
童
相
談
所
を
経
由
し
て
白

河
学
園
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
、
養
育
里

親
に
加
え
週
末
里
親
に
も
協
力
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ご
縁
が
あ
っ
た
子
に

は
少
し
で
も
力
に
な
れ
れ
ば
と
い
う
気
持

ち
が
あ
っ
た
の
と
、「
子
ど
も
た
ち
に
家

庭
に
お
け
る
普
段
の
生
活
を
体
験
さ
せ
て

あ
げ
た
い
」と
い
う
園
長
や
里
親
支
援
専

門
相
談
員
で
あ
る
関
根
さ
ん
の
言
葉
に
心

を
動
か
さ
れ
て
決
め
ま
し
た
。
現
在
は
、

週
末
里
親
と
し
て
2
か
月
に
1
回
高
校
生

の
女
の
子
と
交
流
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
自
我
が
芽
生
え
て
い
な
い
幼
い

子
ど
も
と
は
異
な
り
、
そ
の
子
の
性
格
を

踏
ま
え
て
接
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。
関
根
さ
ん
に
は
、お
子
さ
ん
の
状
況

を
共
有
し
た
上
で
い
ろ
い
ろ
と
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
一
つ
一
つ
丁

寧
に
対
応
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
、安
心

し
て
子
ど
も
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

　
里
親
と
し
て
特
別
な
こ
と
は
な
か
な
か

で
き
ま
せ
ん
が
、子
ど
も
た
ち
が
家
庭
で

の
日
常
生
活
を
経
験
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
関
根
さ
ん
も
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ

で
い
い
ん
だ
と
思
っ
て
、わ
が
家
ら
し
く

お
子
さ
ん
と
週
末
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

◆
　
　
　
　
　
◆

特
別
で
な
く
て
い
い
。
家
庭
生
活
の
経
験
が
大
事
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図3 里親制度におけるチーム養育体制
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ま
た
、里
親
支
援
専
門
相
談
員
と
し
て
、

　
　   

の
よ
う
に
、児
童
相
談
所
の
職
員

の
方
を
は
じ
め
地
域
の
里
親
会
な
ど
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
里
親
の
新
規
開
拓
や

里
親
に
対
す
る
研
修
、
里
親
家
庭
訪
問
を

行
い
、
把
握
し
た
ニ
ー
ズ
を
業
務
に
反
映

さ
せ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、里
親
に
興

味
が
あ
る
方
を
対

象
と
し
た
里
親
ミ

図
3

■
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

　子
ど
も
た
ち
を
養
育

■
里
親
支
援
専
門
相
談
員
と
し
て

　里
親
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い

In
terviewIn
terview

　児
童
養
護
施
設
白
河
学
園
は
、様
々
な

事
情
に
よ
り
家
庭
で
の
子
育
て
が
で
き
な

く
な
っ
た
と
き
に
、保
護
者
に
代
わ
っ
て

子
ど
も
た
ち
を
養
育
す
る
施
設
で
す
。
定

員
は
40
名
で
、家
庭
に
近
い
環
境
で
支
援

を
行
う
方
針
で
、職
員
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
大
切
に
小
規
模
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
子
ど
も

た
ち
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。
施
設
で

は
で
き
な
い
、よ
り
家
庭
的
な
経
験
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
は
、里
親
の
皆
さ
ん

の
力
を
お
借
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
週
末
里
親
」
は
、
家
族
と
の

交
流
が
も
て
な
い
子
ど
も
や
家
庭
復
帰
が

難
し
い
子
ど
も
が
、週
末
だ
け
里
親
さ
ん

の
家
庭
で
過
ご
す
と
い
う
も
の
で
す
。
家

庭
で
生
活
す
る
体
験
が
、将
来
の
家
庭
の

モ
デ
ル
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ

が
可
能
な
里
親
さ
ん
を
、児
童
相
談
所
に

調
整
い
た
だ
き
、子
ど
も
の
状
況
に
合
わ

せ
て
受
け
入
れ
の
ペ
ー
ス
な
ど
を
相
談
し

て
進
め
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
里
親
さ
ん
と
は
、日
頃
か
ら
子
ど
も

の
様
子
な
ど
を
共
有
し
、お
互
い
い
つ
で

も
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。

里親支援専門相談員 

関根 さゆりさん

里親支援専門相談員 

関根 さゆりさん
せき  ねせき  ね

ニ
説
明
会
や
里
親
同
士
が
交
流
す
る
サ
ロ

ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
県
南
地

域
の
里
親
を
対
象
と
し
た
サ
ロ
ン
を
開
催

予
定
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
養
育
す
る
上
で
の
悩
み

は
、里
親
支
援
専
門
相
談
員
も
里
親
の
皆

さ
ん
と
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
里
親
研
修
等
の
場
で
経
験
を
共
有

し
、
と
も
に
子
ど
も
の
成
長
を
喜
び
、
悩

み
考
え
ら
れ
る
身
近
な
存
在
で
あ
り
た
い

で
す
。

サロンで里親としての心構えを
学ぶ参加者の皆さん

地
域
の
里
親
委
託
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

取
材
協
力
•
児
童
養
護
施
設 

白
河
学
園
（
白
河
市
）

■
ご
縁
の
あ
っ
た
お
子
さ
ん
に

　私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を

In
terviewIn
terview

　以
前
か
ら
里
親
に
は
興
味
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、周
り
に
は
里
親
に
な
っ
て
い
る

方
は
い
な
く
て
、登
録
に
は
踏
み
出
せ
な

い
で
い
ま
し
た
。
登
録
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
3
年
ほ
ど
前
、N
P
O
の
方

と
知
り
合
い
に
な
り
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ

な
か
っ
た
高
校
生
の
お
子
さ
ん
の
支
援
を

手
伝
っ
た
時
の
こ
と
。
そ
の
子
は
、家
を

出
て
一
人
暮
ら
し
を
始
め
ま
し
た
が
、家

庭
か
ら
の
支
援
は
一
切
な
く
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
な
が
ら
定
時
制
の
高
校
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
子
が
日
々
ひ
た
向
き
に
頑

張
り
、
晴
れ
て
大
学
に
合
格
し
、
私
た
ち

に
感
謝
し
て
巣
立
っ
て
い
く
姿
を
見
て
、

同
じ
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
私
た

ち
夫
婦
に
で
き
る
こ
と
を
と
い
う
気
持
ち

で
養
育
里
親
に
申
し
込
み
ま
し
た
。

　
里
親
と
な
っ
て
最
初
に
お
子
さ
ん
を
受

け
入
れ
た
の
は
、講
習
を
受
け
て
間
も
な

い
こ
ろ
で
、一
時
保
護
と
な
っ
た
生
後
2

か
月
半
の
男
の
子
を
２
か
月
半
お
預
か
り

し
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、受
け
入
れ
た
の

は
幼
い
お
子
さ
ん
が
多
く
、こ
れ
ま
で
2

か
月
半
か
ら
3
歳
く
ら
い
ま
で
の
お
子
さ

ん
計
７
人
を
、長
い
子
で
３
か
月
半
ほ
ど

お
預
か
り
し
ま
し
た
。
わ
が
家
に
来
た
時

は
ま
だ
歩
け
な
か
っ
た
子
が
、自
宅
へ
戻

る
頃
に
は
小
走
り
ま
で
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
な
ど
、お
子
さ
ん
の
成
長
に
立

ち
会
え
る
の
が
、里
親
と
し
て
の
や
り
が

い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
知
り
合
い
の
方
が
使
わ
な
く

な
っ
た
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
持
っ
て
き
て
く
れ

た
り
、自
分
の
娘
が
今
の
時
代
の
子
育
て

に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
た
り
と
、周
囲
も

自
然
と
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
児
童
相
談
所
を
経
由
し
て
白

河
学
園
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
、
養
育
里

親
に
加
え
週
末
里
親
に
も
協
力
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ご
縁
が
あ
っ
た
子
に

は
少
し
で
も
力
に
な
れ
れ
ば
と
い
う
気
持

ち
が
あ
っ
た
の
と
、「
子
ど
も
た
ち
に
家

庭
に
お
け
る
普
段
の
生
活
を
体
験
さ
せ
て

あ
げ
た
い
」と
い
う
園
長
や
里
親
支
援
専

門
相
談
員
で
あ
る
関
根
さ
ん
の
言
葉
に
心

を
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か
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れ
て
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め
ま
し
た
。
現
在
は
、

週
末
里
親
と
し
て
2
か
月
に
1
回
高
校
生

の
女
の
子
と
交
流
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
自
我
が
芽
生
え
て
い
な
い
幼
い

子
ど
も
と
は
異
な
り
、
そ
の
子
の
性
格
を

踏
ま
え
て
接
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。
関
根
さ
ん
に
は
、お
子
さ
ん
の
状
況

を
共
有
し
た
上
で
い
ろ
い
ろ
と
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
一
つ
一
つ
丁

寧
に
対
応
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
、安
心

し
て
子
ど
も
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

　
里
親
と
し
て
特
別
な
こ
と
は
な
か
な
か

で
き
ま
せ
ん
が
、子
ど
も
た
ち
が
家
庭
で

の
日
常
生
活
を
経
験
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
関
根
さ
ん
も
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ

で
い
い
ん
だ
と
思
っ
て
、わ
が
家
ら
し
く

お
子
さ
ん
と
週
末
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

令和６年度

〈SJ23-11315より抜粋〉

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から補償（＊）

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

＜重 要＞

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

　
福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、
次
の
２
点
を
目
的
に
平

成
12
年
度
か
ら
福
島
県
運
営
適
正
化
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
令
和
６
年
８
月
９
日
か
ら
22
日
ま
で
の
公
示

期
間
を
経
て
選
任
さ
れ
た
選
考
委
員
会
の
同
意
を
得
て
、
次
の
と
お
り
委
員
を
選
任
い

た
し
ま
し
た
。
新
委
員
の
任
期
は
令
和
６
年
９
月
25
日
か
ら
令
和
８
年
９
月
24
日
の
２

年
間
で
す
。

　
委
員
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
の
性
格
が
公
正
性
を
旨
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た

多
様
な
事
案
に
対
し
適
正
に
機
能
を
発
揮
し
得
る
も
の
と
す
る
た
め
、
①
社
会
福
祉
に

関
し
学
識
経
験
を
有
す
る
者
、
②
法
律
に
関
し
学
識
経
験
を
有
す
る
者
、
③
医
療
に
関

し
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
分
野
か
ら
選
任
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

運
営
適
正
化
委
員
会
委
員
を
選
任

〜
任
期
満
了
に
伴
う
委
員
の
改
選
〜

① 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業（
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
）の

　

 

適
正
な
運
営
の
確
保

② 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利
用
者
等
か
ら
の
苦
情
の
適
切
な
解
決

運
営
適
正
化
委
員
会 

委
員
一
覧
（
五
十
員
順
・
敬
称
略
）

　
ま
た
、
運
営
適
正
化
委
員
会
に
は
次
の
２
つ
の
合
議
体
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
各
委
員
が
分
担
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、

定
期
的
な
報
告
や
現
地
調
査
等
に
よ
り
監
視
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
助
言
又
は
勧
告
を
行
い
ま
す
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
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〒960-8141 福島市渡利字七社宮111（福島県総合社会福祉センター内）　
電話 024-522-0822　FAX 024-528-1234
メールアドレス　akaihane@axel.ocn.ne.jp
ホームページ　https://akaihane-fukushima.or.jp/  

社会福祉法人 福島県共同募金会

令和６年度共同募金運動が
始まりました

●金融機関を通じた募金も可能です。
●共同募金へのご寄付は税制優遇が
　受けられます。
➡詳しくは 福島県共同募金会ホームページ
 をご覧ください

　本年度も10月1日から、赤い羽根共同募金運
動が全国一斉に始まりました。昭和22年から始
まった運動は、今年で78回目を迎えます。共同
募金は、戦後復興期の戦災孤児や引揚者の支援
から始まり、その後も時代ごとの福祉課題を捉
え、民間による福祉活動の大きな原動力となって
きました。
　昨年度の運動では、台風災害の影響を受ける
など困難な状況下での募金運動となりましたが、
福島県共同募金会には3億8,509万0,610円も
の多くの貴重な浄財が寄せられ、県内の数多く
の福祉活動を応援することができました。これも
ひとえに、寄付者の皆様や募金ボランティアの皆
様などの温かいご支援とご協力の賜物であると
深く感謝申し上げます。
　度重なる自然災害や物価高騰等に伴い、生活
困窮やDV、児童虐待、障がいのある方の就労・
社会参加や医療的ケア児の支援、ヤングケア
ラーなどの福祉課題が山積しております。本県に
おいても、こうした課題を解決するため、運動を
展開してまいりたいと存じますので、皆様におか
れましても赤い羽根共同募金運動の趣旨をご理
解いただき、ご協力いただければ幸いです。
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10月号の「みらふく」はお休みと
なります。来月号をお楽しみに！



日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

令和６年度

〈SJ23-11315より抜粋〉

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から補償（＊）

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

＜重 要＞

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用
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ホームページ　https://akaihane-fukushima.or.jp/  

社会福祉法人 福島県共同募金会

令和６年度共同募金運動が
始まりました

●金融機関を通じた募金も可能です。
●共同募金へのご寄付は税制優遇が
　受けられます。
➡詳しくは 福島県共同募金会ホームページ
 をご覧ください

　本年度も10月1日から、赤い羽根共同募金運
動が全国一斉に始まりました。昭和22年から始
まった運動は、今年で78回目を迎えます。共同
募金は、戦後復興期の戦災孤児や引揚者の支援
から始まり、その後も時代ごとの福祉課題を捉
え、民間による福祉活動の大きな原動力となって
きました。
　昨年度の運動では、台風災害の影響を受ける
など困難な状況下での募金運動となりましたが、
福島県共同募金会には3億8,509万0,610円も
の多くの貴重な浄財が寄せられ、県内の数多く
の福祉活動を応援することができました。これも
ひとえに、寄付者の皆様や募金ボランティアの皆
様などの温かいご支援とご協力の賜物であると
深く感謝申し上げます。
　度重なる自然災害や物価高騰等に伴い、生活
困窮やDV、児童虐待、障がいのある方の就労・
社会参加や医療的ケア児の支援、ヤングケア
ラーなどの福祉課題が山積しております。本県に
おいても、こうした課題を解決するため、運動を
展開してまいりたいと存じますので、皆様におか
れましても赤い羽根共同募金運動の趣旨をご理
解いただき、ご協力いただければ幸いです。
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ハガキまたはEメールにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご要望を全てご記入の上、ご応募ください。 

令和６年11月15日（金） 

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 「はあとふる・ふくしまパズル係」

応募方法

締　　切

宛　　先

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に
使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部
は、「読者のおたより」に掲載させていただく
場合もございます。

多数のご応募ありがとう
ございました

「マナビアウバ」
（学び合う場）

 9月号の
正解

今月のプレゼント
あとりえ北山
（いわき市）

当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます。

豆乳入り焼きどーなつと
焼菓子のセット

全部できたら二重ワクの文字をABC順に読んでいくと、それが答えです。

AA BB CC DD EE FF GGAA BB CC DD EE FF GG

クロスワード にチャレンジ！

メールでのご応募はこちら！

正解者の中から
抽選で3名に
プレゼントが当たる!

AA

FF

CC

BB

GG

EEDD

11 55 99 1313

22 77

66

1010

1111

1414

1212

33

88

44

編 集 後 記

週休3日制の記事を読み、これからは
柔軟で多様な働き方が大事だと感じま
した。元教師ですが毎日10時間以上
勤務は当たり前でした。これで週3日
休めたらよかったのに…。
（71才 主任児童委員）

自分もシフト制の職場で勤務しており、週
休３日制の記事に興味を持ちました。勤務
時間が１週間あたり１回分減ることもメ
リットかと思います。社会福祉大会にも興
味を持ちました。記念講演を聞いてみたい
と思いました。(57才 サービス業)

 8月号に寄せられた 読者のおたよりから
　今月号の特集で取り上げたとおり10月は「里親月間」です。

福祉関係でも様々な○○月間、○○の日があり、例えば11月

は児童虐待防止推進月間、11月11日は介護の日で、それに

合わせて各地でイベント等が開催されます。皆さんのお近くで

も興味のある福祉関係のイベント等がありましたら、ぜひご参

加ください。 福祉研修課　佐藤美奈子
さ とう  み　な　こ

県社協からのお知らせ県社協からのお知らせ 「介護助手」募集のご案内
　高齢者施設で清掃や配膳・下膳など介護の周辺業務を行う「介護助手」を募集しています。子育て中の方、
第一線を退いたけれどまだまだ元気に働ける方、まずは介護助手から始めてみたい方など、ライフスタイルや
体力に合わせて働いてみませんか？ 資格や経験は不要です。ぜひお気軽にお問い合わせください。

　介護助手は介護保険法に基づく施設・
事業所において介護職員をサポートする
職種を指し、身体介護などの専門的な業
務以外の、掃除や洗濯、配膳、送迎など
の補助的な業務を行います。

　本会では介護業務の機能分化を図り、
介護人材の確保・定着とサービスの質の
向上、地域住民の社会参加等を目指す
「介護助手等普及推進事業」を実施し、
施設・事業所における介護助手の導入や
採用活動をサポートしています。　

介護助手とは？

介護助手導入施設の募集について

10月下旬発行の新聞折込広告に、最新の介護助手求人を掲載します！

発
行
日
／
令
和
６
年
10
月
15
日
　
　
　
制
作・印
刷
／（
株
）日
進
堂
印
刷
所

※
本
誌
に
掲
載
の
記
事・写
真・イ
ラ
ス
ト
の
無
断
転
載・複
製
を
禁
じ
ま
す
。

https://www.fukushim
akenshakyo.or.jp
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T
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L（
0
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4
）5
2
3‐1
2
5
1
㈹  

F
A
X（
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2
4
）5
2
3‐4
4
7
7

お問い合わせ先
福島県社会福祉協議会　福祉人材課　福祉人材センター
電話  024-521-5662　URL https://f-fjc.com 

❶
❷
❸
❹
❻
❽
❾
10
11
12

○を並べる、○を落とす、○の荷が下りる
夜に口笛を吹くと蛇が来る、北枕で寝るな…
⇔地
トカゲの一種。漢字で書くと『家守』
○は藍より出でて藍より○し、隣の芝生は○い
声に出さずに読むこと
これに火を点けてお灸を据える
1000㎏
⇔昔
スポーツの秋に しっかりかきましょう

❶
❸
❺
❼
❽
❾
10
11
13
14

▼ タテのカギ

▶ ヨコのカギ

鶴よりも10倍長生き(?)
夜通し寝ずに頑張る
結婚式を挙げる人が多い吉日
お相撲さんが土俵にまきます
パリは花の都、では仙台は何の都？
昔の通貨単位。一○無し、二束三○
⇔損
この派は室内で過ごすのが好き
秋の味覚の代表魚。漢字で書くと『秋刀魚』
無くて７、有って48


